
～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
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　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
U R L ／ http://www.kta.jp
E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社
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（公社）鹿児島県トラック協会
平成28年度事業計画重点事項

１．公益目的事業
（１）活動支援事業

○輸送サービスの改善を図るため、荷主セミナーを通じ荷主との意見交換を実施する。
○輸送サービスの改善を図るため、労働安全セミナーを通じ職場の労務管理に対する意識の高揚、労務

体制の充実、過労運転・飲酒運転による重大事故防止対策を講じる。
○各支部及び各専門部会の定例会において経済状況の変化、情報の共有化、行政からの通達事項の周

知、事業者間の情報交換を実施する。
○（公社）全日本トラック協会が主催する全国の事業者が集う「全国トラック運送事業者大会」の分科会、

セミナーへ当協会会員事業者が参加することで、全国の貨物自動車運送事業者が抱えている問題や
実態を把握し、当協会の各支部及び各専門部会において鹿児島県での問題点を含めた対策を協議する。

（２）地方適正化事業 
○巡回指導で、新規事業者や特に指導を必要とする事業所を優先的に巡回し、事業者評価が厳正・公平

になされるよう適正化事業の推進に努める。
○巡回パトロールを通じ、輸送秩序を阻害する行為の防止対策を積極的に推進する。
○適正化事業指導員専門研修、九州・沖縄ブロック適正化指導員研修会等に参加し、指導員の資質向上

に努める。
○過積載防止対策連絡会議に参画し、10月の過積載絶滅運動の取組みについて協議するとともに、ポ

スターを作成し、会員事業者、荷主団体、行政機関に配布する。
○「貨物自動車運送事業安全性評価事業（Ｇマーク制度）」のさらなる普及・拡大に努め、本年度もステッ

カー配布とともにラッピングトラックを導入し、Ｇマークの周知、広報を行う。
（３）労働・安全対策事業 

○事業用トラックを第一当事者とする死亡事故件数を車両台数一万あたり「2.0」以下を目標とし、事故
防止対策の推進を図る。

○高齢者の事故防止を図るため、高齢者ふれあいトラック交通安全教室を実施する。
○ドライバーの安全意識や運転技能向上のための研修助成と、ドライバー育成及び技術向上のための

免許取得に要した費用の一部助成を実施し、国の助成事業の活用も推進する。
○トラックドライバー・コンテスト鹿児島県大会を開催し、成績優秀者を全国大会へ推薦する。
○セーフティー・チャレンジ180への参加を促進し、鹿児島県の交通事故防止を図る。
○各種交通安全運動への積極的参加や横断幕・ポスターを作製し、支部や会員事業者に配布し、交通事

故防止を図る。
○新入学児童へ交通安全グッズを贈呈し、トラック輸送の理解と交通安全意識の啓発を図る。
○会員事業者を対象とした社会保険労務士による労務相談を無料で実施するとともに、ストレス

チェック等のメンタルヘルス対策の促進を図る。
○取引環境の改善及び長時間労働の抑制を実現するために設置された「トラック運送事業における取

引環境・労働時間改善鹿児島県地方協議会」に参画する。
○渋滞回避支援、安全運転支援、災害時の支援が受けられる「ＥＴＣ2.0導入促進助成事業」を実施する。
○各種助成事業を実施する。（安全装置等，ドライブレコーダ機器，アルコール検知器，適性診断機器及び

診断料，運転記録証明，運行管理者等一般講習，コボレーンシート，突発性運転不能傷害疾患予防対策）
（４）環境・エネルギー対策事業 

○トラックの森事業の継続と、菜の花プロジェクトでの小学生を対象にした環境出前講座を実施する。
○エコドライブ意識高揚のため「ベストエコドライブ・コンテスト」を実施する。
○「かごしま環境パートナーズ協定」に基づき、鹿児島県、鹿児島市等が取組む環境対策協議会や植樹事

業等へ参画する。
○産業廃棄物の不法投棄の早期発見と拡大防止対策を実施する。
○各種助成事業を実施する。（低公害車，EMS用機器，エコタイヤ，アイドリングストップ支援機器，グ

リーン経営認証制度）
（５）消費者対策事業 

○引越管理者講習を実施する。
○貨物自動車運送事業の役割と重要性を周知することを目的に会員事業者及び荷主企業・団体、鹿児島

県民を対象とした物流セミナーを実施する。
○一般消費者からの相談事業

（６）広報対策事業
○県ト協ホームページ及び広報誌による情報発信を行う。
○トラック輸送産業の果たす重要な役割及び業界の現状と課題について、鹿児島県民や荷主の理解と
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関心を深めるため、新聞等を通じてPR活動を実施する。
○鹿児島県内の小学生を対象とした「夢のあるトラック」絵画コンクールを実施する。
○トラック輸送の社会的役割や重要性を周知するための「トラックの日」イベントや、小学生を対象と

したトラック運送事業を紹介するイベントに参加する。
（７）緊急輸送対策事業

○防疫資材の緊急輸送に関する協定の締結と緊急輸送体制の確立
○協定に基づき鹿児島県総合防災訓練、桜島火山爆発総合防災訓練等へ参加する。

（８）経営・近代化促進事業
○事業後継者、青年経営者の研修事業を実施する。
○ドライバーに対する資質向上を目的とした研修を実施する。
○中小企業大学校受講に対する受講料の助成を行う。
○鹿児島県を発着する物流の効率化に関する調査研究や新たな物流システムの構築について調査研究

を行う。
○小中高生を対象に、物流の重要性を認識してもらうための出前講座を実施する。
○Net-KTA会員ネットワークの普及促進を図る。また、Net-KTA 運送管理システムの今後のあり方に

ついて研究する。
○自家用燃料供給施設設置に関する助成
○利子補給事業、近代化基金造成事業及び信用保証料助成事業を実施する。

（９）負担金事業 
○(公社)全日本トラック協会への出捐事業
２．収益事業

（１）研修施設及び機器の賃貸 
○鹿児島県トラック研修センター及び各地区研修センター会議室等の貸与
○県ト協所有の施設の賃貸

（２）運転日報・点呼記録簿の販売
３．その他事業（相互扶助等事業）

（１）福利厚生事業 
○会員事業者の従業員に対する福利厚生（スポーツ大会）の実施及び助成 

（２）表彰事業 
○貨物自動車運送事業における安全対策を講じ、事故防止対策に努め、社会的地位の向上に貢献した個

人及び県ト協会員事業者に対する表彰事業の実施
（３）施設運営管理事業 

○(公財)貨物自動車運送事業振興センターが建設・管理・運営する鹿児島トラックステーション事務手
続きの受託  

４．法人事業（管理部門）
○当協会の管理部門に関する事業  

収支予算
■公益目的事業会計
　○事業活動収支の部
　　　1.事業活動収入計＝244,985千円　2.事業活動支出計＝235,668千円
　○投資活動収支の部
　　　1.投資活動収入計＝2,860千円　　2.投資活動支出＝12,132千円
■収益事業等会計
◆収益事業
　　○事業活動収支の部

1.事業活動収入計＝6,602千円　　2.事業活動支出計＝6,417千円
　　○投資活動収支の部

1.投資活動収入計＝101千円　　　2.投資活動支出＝243千円
◆その他事業
　　○事業活動収支の部

1.事業活動収入計＝14,316千円　　2.事業活動支出計＝14,142千円
　　○投資活動収支の部

1.投資活動収入計＝42千円　　　2.投資活動支出＝111千円
■法人会計
　　○事業活動収支の部

1.事業活動収入計＝60,214千円　2.事業活動支出計＝59,268円
　　○投資活動収支の部

1.投資活動収入計＝1,217千円　　2.投資活動支出＝2,160千円
※平成28年度事業計画及び収支予算は、３月24日開催の平成27年度第４回理事会にて承認されました。
　なお、事業計画及び収支予算の詳細については、県ト協ＨＰの協会概要（http://www.kta.jp/）をご覧ください。
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平成 28 年度の新規事業や新たな取り組み等を行う主な事業概要は次のとおりです。

■ 支部・部会活動支援事業
輸送サービスの改善を図るため、地域に密着した当協会会員事業所で構成される支部や輸送品目ごとで構成

される専門部会において、事業者間または荷主との情報交換や事故防止対策、従業員に対する福利厚生事業の
実施を推進する。
　【開催単位及び回数】支部及び部会の判断に委ねる。
　【助成内容】支部・部会でセミナーやスポーツ大会を開催した際に支払った経費に対して助成を行う。
①会場費　　②講師代　　③飲料水代（アルコール飲料は除く）
④昼食代（１人 1,000 円以内）　　⑤会場までのバス借上げ料
⑥資料代等その他事業を行うために必要な経費

■ 免許取得助成事業
昨今のドライバー不足及び若年労働者の確保を図るため、中型・大型免許の取得費用に対する助成を行う。
　【助成対象】免許取得した従業員が県内の営業所に在籍する事業者
　【助成額等】会員事業者が負担した免許取得費用の２分の１の額

上限額 … 大型免許 10 万円、けん引免許５万円、中型免許（中型限定解除含む）５万円
上限人数 … １事業者　２名まで       対象費用 … 教習受講料、テキスト代等教習費用
予算額 … 300 万円

■ ＥＴＣ 2.0 導入促進助成事業
高速道路料金の大口・多頻度割引の最大割引率 50％については、ETC2.0 搭載車を対象とすることから、普

及促進のために助成を行う。鹿児島県トラック協会の助成については、ＮＥＸＣＯ及び全日本トラック協会の
支援制度が確定してから助成内容を決定する。

・ＮＥＸＣＯ（高速道路会社）等：車載器１台当たり１万円の助成予定（数万台規模）
・全日本トラック協会：車載器１台当たり４千円の助成予定（50 万台）
・募集時期は HP 等で広報します。

■ 労働セミナー・雇用関係助成金等説明会
平成 27 年 12 月義務付けとなったストレスチェック制度等メンタルヘルス対策の周知を図るための説明会と

厚労省所管の「雇用関係助成金」等についての説明会を開催する。
　■労働セミナー（メンタルヘルス対策等） 講師：鹿児島産業保健総合支援センター
　■雇用関係助成金（厚労省所管）等説明会 講師：鹿児島労働局・鹿児島県職業能力開発協会

■第 12 回ベストエコドライブ・コンテスト
平成 12 年度から開催し、多数のドライバーがベストエコドライバーとして認定されてきたが、エコドライ

ブの普及・促進を図る当初の目的を達成し、車両性能が向上し燃費も良くなっているため、大会の内容を下記
のとおり一部変更して実施する。

開催日 … 平成 28 年９月３日（土）　　開催場所 … 運転技能向上センター
変更前 変更後

部門 使用車両 使用車両
10 トンカーゴ部門 10 トンカーゴ ４トンカーゴ
10 トンダンプ部門 10 トンダンプ ４トンダンプ
４トンカーゴ部門 ４トンカーゴ ４トンカーゴ
女性部門 ２トン・４トン・10 トンカーゴ・10 トンダンプ（選択可） ２トンカーゴ・４トンカーゴ・４トンダンプ（選択可）

■ 広報イベント事業
トラック運送事業が果たす経済的・社会的役割や取組みを広く鹿児島県民に周知することを目的に実施する。

　【実施内容】 行事名 … 「トラックの日」フェスティバル
 開催日時 … 平成28年10月中旬（予定）
 開催場所 … マリンポートかごしま（予定）
　【実施内容】 行 事 名 … キッズ未来フェスタ
 開催日時 … 平成28年８月、平成29年３月（予定）
 開催場所 … イオンモール鹿児島（予定）
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■ 取引環境・労働時間改善対策
トラック運送事業における取引環境の改善及び長時間労働の抑制を実現するための具体的な環境整備等を図

る目的に設置された「トラック運送事業における取引環境・労働時間改善鹿児島県地方協議会」に参加する。
・トラック運送事業における取引環境・労働時間改善鹿児島県地方協議会へ参加　３回（予定）
・取引環境・労働時間の改善の取り組みをモデル的に行うパイロット事業の実施

■ 横断幕の作成
「交通安全運動実施中」の横断幕を作製し、支部へ配布し主要道路等に掲げ、広く県民、会員事業者へ運動

の周知を図り、交通事故防止の意識高揚を図る。
（横断幕例）
サイズ　85 cm × 5 ｍ

■ Ｇマークラッピングトラック
貨物自動車運送事業安全性評価事業（Ｇマーク）の更なる普及・拡大と荷主企業や一般消費者に積極的にＰ

Ｒするために、走る広告塔ラッピングトラックとしてＰＲ活動を行う。
導入台数：３台

 ■ 地域に輪を広げた、次世代の繋がる植樹活動
森林の育成を通じて地球温暖化を防止することを目的とし、県内の地域に輪を広げ、次世代に繋がる社会貢

献活動を図るもの。
【内容】市町村と連携し、市民の集う親しみのある施設（学校、公園等）に植樹を行い、管理は市町村、寄

贈はトラック協会とし、毎年１支部を原則に、支部長から市町村への贈呈するもの。
【候補地】弥五郎伝説の里（曽於市岩川）
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
平成27年度第４回理事会

平成28年３月24日（木）

鹿児島県トラック研修センター

平成27年度
第３回役員等候補選出委員会

平成28年３月16日（水）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

理事 16 名、監事４名が出席し、下記事項について協議、報告しました。

（協議事項）
・平成 27 年度補正予算（案）について
・平成 28 年度事業計画（案）及び予算（案）について
・規程等の制定及び改正について

（報告事項）
・各種助成申請について
・会員の入退会について
・委員会報告
・トラック運送事業における取引環

境・労働時間改善鹿児島県地方協
議会について

（その他）

（監事講評）
上記事項は全て、出席理事全員一致で承認されました。

委員７名が出席し、下記事項について協議しました。

（協議事項）
・役員改選について
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

平成27年度第７回正副会長会及び
第６回総務委員会合同会議

平成28年３月16日（水）

鹿児島県トラック研修センター

平成27年度
第６回経営・近代化促進委員会

平成28年２月23日（火）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

委員９名が出席し、下記事項について協議しました。

（協議事項）
・平成 27 年度補正予算（案）につ

いて
・平成 28 年度事業計画（案）及び

予算（案）について
・規程の改正について
・役員等候補選出委員会報告
・平成 28 年度支部活動・部会活

動支援事業について
・平成 27 年度第４回理事会に提

出する議題について

上記事項については、次回理事会に提出することになりました。

委員 8 名が出席し、下記事項について協議しました。

（協議事項）
・平成 28 年度経営・近代化促進事業計画（案）及び予算（案）について

来年度の「近代化基金融資」につ
いては、公募を年 4 回から 3 回と
し、各期で公募枠を設定し、全ト協
の「燃料費対策特別融資」も含め、
全ト協枠を最大限活用することとし
ました。

その他の事業計画（案）、予算（案）
についても出席者全員一致で了承
し、次回理事会に提出することにな
りました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

平成27年度
第３回労働・安全・環境対策委員会

平成28年２月24日(水)

鹿児島県トラック研修センター

平成27年度鹿児島県貨物自動車
運送適正化事業連絡会議

平成28年３月８日（火）

鹿児島運輸支局

月 日

場 所

委員６名が出席し、下記事項について協議しました。

（協議事項）
・平成 28 年度事業計画（案）及び予算（案）

について（労働 ･ 安全対策事業及び環境エ
ネルギー対策事業）

・その他

（主な協議結果）
（1）ETC2.0 の購入支援について
（2）今後の省燃費運転研修及びベストエコ

ドライブ ･ コンテストについて
　　　
平成 28 年度助成事業内容や省燃費安全運転研修会の廃止等について検討し、理事会に諮る

こととなりました。

鹿児島運輸支局７名、適正化事業実施機関５名が出席し、下記事項について協議しました。

（協議事項）
・平成 27 年度適正化事業業務推進状況に

ついて
・平成 28 年度適正化事業事業計画（案）に

ついて
・運輸局及び運輸支局における監査結果と

処分状況について
・管内事業用自動車の重大事故発生状況に

ついて

適正化事業実施機関から平成 27 年度の業務推進状況の詳細について説明、報告をしました。
また、平成 28 年度の事業計画（案）について説明し、承認されました。

鹿児島運輸支局監査部門から、トラック運送事業者の監査及び行政処分状況と整備部門から
は、管内事業用自動車の重大事故発生状況について説明があり、今後も、相互の連携を密にし、
毎月の幹事会の中で情報を共有していくことになりました。

8



TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

第21回鹿児島県貨物自動車運送
適正化事業実施機関評議委員会

平成28年３月８日（火）

鹿児島県トラック研修センター

平成27年度第3回トラック輸送における　
取引環境・労働時間改善鹿児島県地方協議会

平成28年3月15日（火）

鹿児島サンロイヤルホテル

月 日

場 所

委員４名、参考人１名が出席し、下記事項について協議しました。

（協議事項）
・平成 27 年度適正化事業業務推進状況について
・平成 28 年度適正化事業事業計画（案）について

会議に先立ち、今年度は委員の改選期
のため、委嘱状の交付を行いました。委
員からは、今後も G マーク認知度アッ
プのために適正な活用がなされるよう事
業者への指導をお願いしたい、との提言
がありました。

また、参考人からは、監査状況と特別
巡回指導についての説明がありました。

■協議会の目的
トラック運送業においては、総労働時間が長く、また、運行時間以外に手待ち時間などの実

態があり、トラック運送事業者のみの努力で長時間労働を改善することが困難な状況にあるこ
とから、長時間労働の抑制に向けた環境整備を進めることが必要である。

このため、学識経験者、荷主、トラック運送事業者、トラック運送事業者団体、労働者団体、
厚生労働省、国土交通省等が参画する協議会を中央及び各都道府県に設置し、実態調査・パイ
ロット事業・長時間労働改善ガイドラインの策定等を行うこととし、関係者が一体となり、ト
ラック運送業における取引環境の改善及び長時間労働の抑制を実現するための具体的な環境整
備等を図ることを目的とする。

■議　題
１．トラック輸送状況の実態調査結果について
２．荷主ヒアリングの結果概要について
３．パイロット事業について
４．地方協議会の今後の進め方について
５．その他

■協議会委員については、トラック情報誌 2015
年 9 月号をご参照ください。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
県に対する要望活動

平成28年２月19日（金）

鹿児島県庁

2 月 19 日 ( 金 ) に黒木会長、鳥部副会長が鹿
児島県庁を訪問し、布袋副知事に県内道路網の
整備促進等や指宿スカイラインの営業車特別割
引制度の創設及びＥＴＣの導入に関する要望活
動を行いました。

副知事からは、ＥＴＣの整備を早急に行う旨
の回答がありました。

　鳥部副会長　黒木会長　　布袋副知事

鹿児島県知事

　伊藤　祐一郎　殿

（公社）鹿児島県トラック協会

会長　黒　木　一　正

１．県内道路網の整備促進等

　トラック輸送の円滑な推進のためには、道路網の整備が必要不可欠であるので、下記の点

についての取り組みをお願いしたい。

①東九州自動車道、南九州西回り自動車道の整備促進　

    併せて、都城志布志道路の整備促進

②東西幹線道路及び鹿児島市内の南北を結ぶ道路（特に中央港区と鴨池港区の区間）の早期

整備 

③錦江湾横断交通ネットワークの早期実現

　薩摩半島・大隅半島間の輸送の効率化と緊急時の輸送手段確保のため、錦江湾横断交通

ネットワークの早期実現

２．指宿スカイラインの営業車特別割引制度の創設及びＥＴＣの導入

　指宿スカイラインの利用促進は、鹿児島市内の交通環境改善に大きな効果をもたらすこと

から、営業用トラックの物流を通じての本県の産業振興を図る観点を考慮して、下記の点に

ついて取り組みをお願いしたい。

　①営業車特別割引制度の創設をお願いしたい。

　②高速道路と同様にＥＴＣの導入を図られたい。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
運行管理者試験事前対策講習会

平成28年２月27日（土）

鹿児島県トラック研修センター

平成27年度
第2回運行管理者試験が実施される

平成28年３月６日（日）

鹿児島国際大学　

月 日

場 所

■目的
平成 27 年度第 2 回運行管理者試験に向けた講習会

■受講者数
77 名

■講師
九州トラック交通共済協同組合
　常務理事　嘉村　公成　氏

■講習会内容
・過去の問題を中心に解説し、運行管理者試

験問題のクセや問題を解く際のコツを説明
しました。

・講習後も受講者が質問する機会があり、受
講者からも「分かりやすかった」との声を
多数いただきました。

■受験者数
334 名

■合格発表
試験結果の発表は 4 月 1 日（金）、（公

財）運行管理者試験センターのホーム
ページに掲載され、受験者への「試験結
果通知書」は 4 月 1 日（金）に発送され
る予定です。

■次回試験の予定
次回（平成 28 年度第 1 回）試験の試験日は、平成 28 年 8 月 28 日（日）の予定です。申請

書の頒布期間及び申請期間は、平成 28 年 5 月 20 日（金） ～ 6 月 10 日（金）の予定です。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

「2015セーフティー・チャレンジ180」安全運転コンテストが終了

「トラックの日」フェスティバル
の収益金を寄付

平成28年３月１日（火）

(公財)鹿児島県交通被災者たすけあい協会

月 日

場 所

■目的　
県内の運転免許を有するものが５名１組でチームを結成し、チーム全員が無事故・無違反

を達成することを目標に安全運転を実践し、交通安全意識や交通マナーを高め、交通事故の
防止を図ること

■期間
平成 27 年６月１日（月）
　～平成 27 年 11 月 27 日（金）

■参加者
382 チーム　1,910 名

■目標達成チームに対する副賞抽選結果
１等（国内旅行）　ヤマト運輸㈱　「チャレンジ・ゴレライ」

■寄付金額
213,710 円

■寄付先
（公財）鹿児島県交通被災者たすけあい協会
（公財）交通遺児等育成基金

■内容
昨年 10 月 25 日（日）に開催した“「トラックの日」フェスティバル 2015”の収益金を

援助金として寄付しました。イベントの企画・運営を行った青運会の森部会長、堀之内副部
会長が寄付を行い、各団体から感謝状が渡されました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］ お知らせ掲示板お知らせ掲示板

2016セーフティー・チャレンジ180
参加チームの募集

県内の運転免許を有するものが 5 名 1 組でチームを結成し、チーム全員が無事故・
無違反を達成することを目標に安全運転を実施して、交通安全意識や交通マナーを
高めるとともに、参加者を通して広く県民に交通安全意識を浸透させ、交通事故の
防止を図ることを目的として実施されています。

趣旨をご理解いただき多数のご参加をお願いします。

安全運転でハワイへ行こう！

5 月 1 日（日）～ 10 月 27 日（木）までの実施期間中に 1 チーム全員が無事故・無
違反を目指してもらいます。

1 1チームは５名です。（１人が複数のチームに参加することはできません。）

2 参加資格
　　⑴鹿児島県トラック協会の会員事業者の役員または従業員であること。
　　⑵ 運転免許（国際・外国免許及びペーパードライバーを除く。）を有して、県内に居住

または勤務していること。

3 無事故・無違反を達成したチームの中から、抽選によりハワイ旅行、国内旅行券、商
品券、クオカード等多数の副賞が当たります。

4 参加申込み
　　参加申込書（同封）にご記入の上、原本を協会窓口へ提出またはご送付ください。
　　不足の場合はコピーしてご使用ください。
　　記入漏れがないようにお願い致します。（記入方法は、申込書裏面をご確認ください。）

5 参加料は、1チーム3,150円です。
　　そのうち、トラック協会が1,650円を助成致します。
　　残りの1,500円を①か②の方法でお支払いのうえ、お申込みください。
　　①トラック協会窓口でお支払い
　　②振込でのご入金（※振込手数料は差し引かずお振り込みください）
　　銀行名：鹿児島銀行　谷山港支店
　　口座番号：普通　750430
　　口座名：公益社団法人鹿児島県トラック協会

6 申込は先着順で受付致しますが、申込多数の場合は参加申込の多い事業者の方を調
整させていただく場合がありますので、ご了承ください。また、予算額に達した時点
で申込受付を終了致します。

7 申込み締切は4月28日（木）です（厳守）
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お知らせ掲示板

公益社団法人鹿児島県トラック協会実施計画

鹿児島県トラック協会は、全日本トラック協会が定めた平成 28 年春の全国交通安全運動
実施計画に基づき、関係機関・団体と密接に連絡、協調して効果的な推進を図るとともに、
適正化指導員のパトロールにより、関係車両の運行状態の把握及び会員事業者の訪問指導に
努めることとしています。なお、本年は、本運動期間中の４月 10 日（日）が「交通事故死
ゼロを目指す日」であることを踏まえ、本運動に併せて、会員事業所のみならず、広く一般
に対しても周知を行います。

記
１．実施期間

　平成 28 年４月６日（水）～ 15 日（金）

２．安全運行の確保

会員事業者 ( 運行管理者を含む。以下「事業者」) は、運転者に対し、次の事項を重点
においた安全運行の徹底について指導する。

《最重点推進項目》
⑴　追突事故の防止
⑵　交差点の事故防止

《交差点の事故防止》
⑶　子どもと高齢者の交通事故防止
⑷　タ暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
⑸　シートベルトの正しい着用の徹底
⑹　飲酒運転の根絶
⑺　トレーラ事故の防止
⑻　高速道路における事故の防止
⑼　「ＷＥＢ版ヒヤリハット集」を活用した安全意識の高揚 
⑽　健康起因事故の防止
⑾　過労運転の防止
⑿　｢危険ドラッグ｣ の根絶

３．車両の安全性確保

事業者は、「自動車点検整備推進運動」及び「不正改造車を排除する運動」を積極的に
推進し、車両の日常点検及び定期点検の確実な実施に努めるとともに、不正改造の防止を
徹底する。

４．事故情報等の収集による安全意識の高揚

事業者は、国土交通省メールマガジン「事業用自動車安全通信」等を活用することによ
り事業用自動車の重大事故発生状況、事業用自動車に係る各種安全対策等についての情報
収集に努め、全従業員の安全意識の高揚を図る。

平成２8年春の全国交通安全運動
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お知らせ掲示板

５．広報活動の推進

ポスター、機関紙（誌）、ホームページ等により、本運動の主旨の徹底を図る。
子どもや高齢者を対象とした安全教室の開催や、一般市民を対象とした交通安全イベン

トを主催又は共催し、地域における交通安全の啓発も積極的に行う。

６．その他（県ト協の春の交通安全運動取り組み）

★４月４日（月）　9時 00分から

　　「春の全国交通安全運動」（鹿屋市）
　　場所：スシロー鹿屋寿店駐車場（主催：鹿屋市）

★４月５日（火）　15時 00分から

　　平成 28 年「春の全国交通安全運動」街頭パトロール出発式
　　場所：県警本部南側大型駐車場（主催：鹿児島県交通安全県民運動推進協議会）

★４月７日（木）　13時 30分から

　　第 20 回高齢者ふれあいトラック交通安全教室
　　場所：宮之城自動車学校（さつま町）（主催：鹿児島県トラック協会）

★４月８日（金）　10時 30分から

　　三県合同 ｢春の全国交通安全運動｣ に伴うキャンペーン
　　場所：九州自動車道上り桜島ＳＡ（主催：鹿児島県高速道路交通安全協議会）

★４月 12日（火）　13時 30分から

　　第 21 回高齢者ふれあいトラック交通安全教室
　　場所：入来ドライビングスクール（薩摩川内市）（主催：鹿児島県トラック協会）

平成 28 年度は右下の「交通安全運動実施中」の横断幕を作製、支部へ配布し主要道路等
に掲げ、広く県民、会員事業者へ運動の周知を図り、交通事故防止の意識高揚を図ります。

 

左上写真「交通安全運動実施中」のぼり旗が必要な方は、労働 ･ 環境課（℡ 099-261-
1167）までお問合せください。ただし、数に限りがあり、ご希望に添えない場合があります。
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お知らせ掲示板

平成 28 年 3 月 9 日に豚の伝染病である「豚流行性下痢（PED）」の発生が新たに確認さ
れました。農場や畜産関係施設への入退場時における車両消毒の徹底をお願いします。

車両消毒の徹底のお願い
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お知らせ掲示板

大雪等に対する安全確保に取り組んでいただいているところですが、今後、融雪出水期を

迎えるに当たり、気温上昇に伴う雪崩及び落雪の発生、融雪に伴う出水による河川の氾濫及

び土砂災害や地すべりによって被害が発生するおそれがあることから、以下の事項に留意し

て防災態勢の一層の強化をお願いします。

１．気象等に関する情報の収集・伝達の徹底

なだれ注意報、融雪注意報等の気象に関する情報に注意を払い、現地における融雪の

状況等の迅速な把握に努めること等。

２．警戒避難態勢の強化

災害の発生のおそれのある地域における危険箇所、避難路、指定緊急避難場所等の住

民への周知徹底について市町村に協力するなど、関係機関と緊密な連携による警戒避難

態勢の強化を図ること等。

３．危険箇所等の巡視・点検の実施の徹底

雪崩、河川の氾濫及び土砂災害の発生するおそれのある危険箇所等については，既に

危険防止の措置を講じた箇所も含めて、地形の特性、降積雪の状況、雪質の変化、過去

の災害事例等を勘案して、重点的に巡視・点検を実施すること。

４．要配慮者等への配慮

平常時より、高齢者等の要配慮者宅やその関連施設の状況を把握するため、市町村、

消防機関、福祉関係機関等が連携して行う巡回等の取組を支援すること等。

５．災害即応態勢の確立

雪崩、河川の氾濫及び土砂災害による被害が発生した場合には、被害規模に関する概

括的情報などの被害情報を速やかに関係機関で共有し、国及び関係団体等と連携して対

応すること等。

融雪出水期における防災態勢の強化のお願い
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お知らせ掲示板

青少年の適職の選択に関する新たな仕組みである求人の不受理及び青少年雇用情報の提供
に関する規程は、平成 28 年 3 月 1 日から施行されましたので、指針の内容等について、ご
確認ください。

青少年の雇用の促進等に関する法律の周知のお知らせ
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お知らせ掲示板

ETC2.0 は現状の ETC の料金収受システムに加え、運転支援システムが追加された機器
になります。また ETC2.0 の導入を条件に高速道路料金の大口・多頻度割引制度の最大割引
率 50％が延長されます。
　半年間は、激変緩和措置として、現行の ETC 利用者にも適用されますが、それ以降は下
記の割引率が適用されます。

車両単位割引の割引率

自動車 1台ごとの 1ヶ月の高速道路の利用額 ETC ETC2.0

・5千円を超え、1万円までの部分 10％ 20％

・1万円を超え、3万円までの部分 20％ 30％

・3万円を超える部分 30％ 40％

 

契約単位割引の割引率

・契約者の 1ヶ月の高速道路の利用額合計が 500 万円を超え、
かつ、契約者の自動車 1台あたりの 1ヶ月平均の利用額が 3
万円を超える場合

10％

ETC2.0 の普及促進のため NEXCO 東日本 / 中日本 / 西日本（NEXCO3 社）等では購入支
援も検討されておりますので、最大割引率近くの高速道路利用がある事業者の方々はご利用
をご検討ください。

～ETC2.0 って？～
●安全運転支援　
　落下物や積雪状況など危険な状況を事前に注意喚起してくれる！

●渋滞回避支援
　広域な交通情報を配信し、賢いルート選択が可能に！

●災害時の支援
　災害発生と同時に災害発生状況と支援情報を受信！

その他 ETC2.0 についての詳しい情報は国土交通省ホームページをご覧ください。
（国土交通省 HP ホーム＞政策・仕事＞道路＞ ITS ＞ ETC2.0）

ETC2.0情報のお知らせ
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お知らせ掲示板

昨年 11 月にフランス・パリにおいて発生した同時多発テロ事件では、スタジアムや劇場
等が標的となって多数の犠牲者等が発生したことを踏まえ、海外勤務者等の安全確保並びに
交通機関及び交通関係施設、人出が予想される施設等を中心に、下記のテロ対策の徹底をお
願いします。

【テロ防止に係る対応策】
・営業所・車庫内外の巡回
・終業後のドアロックの徹底
・車両、身分証明書、制服等の管理及び盗難・紛失時の警察への連絡の徹底
・荷送り人に覚えがないなど不審な荷物である旨の連絡があった場合には、荷物に触れない

よう注意喚起するとともに、荷物の状態に応じ、速やかな引き取り、警察への連絡等適切
に対応する。

・営業所等で不審な荷物を発見したときは、触れないようにするとともに、荷物の状態に応じ、
警察への連絡等適切に対応する。

・放射性物質等危険物輸送における安全管理を徹底する。
・テロ発生時の通報・連絡・指示体制の整備及び確認

（公社）全日本トラック協会より「トラック運送業界の景況感（速報）平成 27 年 10 月
～ 12 月期」のとりまとめについて通知がありました。詳細は全ト協ホームページをご覧く
ださい。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
平成 27 年 10 月～ 12 月期は、原油等の原材料価格の低下、好調なインバウンド消費

による収益等が背景となり、企業業績は堅調に推移した。日銀短観（12 月）は製造業が＋
12、非製造業が＋ 25（なお「運輸・郵便」産業は大企業：＋ 26、中堅企業：＋ 17、中小
企業：＋ 9 と総じて改善）となった。

このような状況において、トラック運送業界の 10 月～ 12 月期は、軽油価格低下による
コスト低減効果があり、「一般貨物」及び「宅配以外の特積貨物」では企業業績に対して好
影響を与えたが、「宅配貨物」では輸送数量減少による営業収益減少の影響で、営業利益率
は悪化傾向がみられた。

景況感の判断指標は前回（▲ 19.4）から▲ 18.2 となり、1.2 ポイント改善した。なお、
来期の見通しとなる景況感の判断指標は、中国等の新興国の経済の減退による我が国経済（株
価下落）への影響を背景に、今回より 12.7 ポイント悪化し、▲ 30.9 の見通しとなっている。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

◆全日本トラック協会ホームページ
　HOME ＞ 会員の皆様へ ＞ 調査・研究 ＞ トラック運送業界の景況感（速報）

伊勢志摩サミット等開催に伴うテロ対策の徹底のお願い

「トラック運送業界の景況感（速報）
平成27年10月～12月期」の調査報告
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お知らせ掲示板 平成28年度助成事業一覧

【労働・安全対策事業】
※各助成事業の詳細については、助成規程（要綱）をご確認ください。ご不明な点は、お問合せください。

区
分 助成項目 助成額 

(単位：円）
予算額 

(単位：千円） 備　　　　　　　考

労
働
・
安
全
対
策
事
業

安全装置等導入促進助成金 全ト協対象機器 10,000 500 １事業者あたり10台まで　　

ドライブレコーダ機器
導入促進助成金

全ト協対象機器

4,200 登録台数（除く：被けん引車）の30％まで
（上限：１事業者20台まで）

 ・ 運行管理連携型 20,000
 ・ 標準型 10,000
 ・ スマートフォン活用型 3,000
全ト協の示した機器 
 ・ 簡易型 3,000 200 登録台数（除く：被けん引車）の30％まで（上限：１事業者10台まで）

※簡易型については機器価格１万円（税別） 以下ものについては、対象外とする。
ＥＴＣ2.0導入促進助成金 1,500 助成内容については確定次第お知らせします。
アルコール検知器増強導入促進助成金 20,000 300 購入またはﾘｰｽ費用の１/ ２　１事業者２万円(上限）
適性診断機器導入助成金 50,000 50 導入費用の１/ ２　１事業者１セット・５万円(上限）
コボレーンシート導入助成金 30,000 200 導入費用の１/ ２（※ダンプのみ）　　１事業者３万円(上限）

貨物自動車ドライバー等
安全運転研修助成金

（特別研修） 
全ト協指定研修 
施設のみ（ＯＮＧＡ等）

各 研 修 機 関 
の受講料参照 1,000 受講料の７割助成（残り３割及び交通費等は、各社負担） 

ただし、Ｇﾏｰｸ事業所の場合、全額助成（交通費等除く）

県ト協（指定） 
ＯＮＧＡ  (10) 48,000 480 受講料の７割助成（残り３割及び交通費等は、各社負担） 

ただし、Ｇﾏｰｸ事業所の場合、全額助成（交通費等除く）
県ト協（指定） 
みゆき学園  (25) 32,400 810 受講料の７割助成（残り３割及び交通費等は、各社負担）

ただし、Ｇﾏｰｸ事業所の場合、全額助成（交通費等除く）
県ト協（指定） 
マジオＤＳ  (60) 15,120 907 受講料の７割助成（残り３割及び交通費等は、各社負担） 

ただし、Ｇﾏｰｸ事業所の場合、全額助成（交通費等除く）

免許取得助成金
大型免許 100,000

3,000
会員が負担した免許取得費用の１/ ２ 
大型免許　10万（上限）　けん引免許　５万円（上限）　
中型免許（限定解除含む）　５万円（上限） 
１事業者２名まで

けん引 50,000
中型免許（限定解除含） 50,000

睡眠時無呼吸症候群スクリーニングﾞ
検査等助成金（精密検査含む。） 
※事前申請が必要です。（精密除く）

一次・二次検査 5,000 800
登録台数（除く：被けん引車）50両未満の場合１事業者20名まで
*ただし、登録台数（除く：被けん引車）20台未満の場合は、登録台数（除
く：被けん引） まで
登録台数（除く：被けん引車）50両以上の場合１事業者30名まで

精密検査 10,000 50 ※精密検査１万円（上限）　　１事業者２名まで

健康診断助成金
（定期健康診断） 定期健康診断 1,500 2,500

登録台数（除く：被けん引車）50両未満の場合１事業者15名まで（上限）
*ただし、登録台数（除く：被けん引車）15台未満の場合は、登録台数（除
く：被けん引）まで 
登録台数（除く：被けん引車）50両以上の場合１事業者30名まで(上限） 

（共通）常時選任運転者１人あたり1,500円（１人につき１回のみ）
突発性

運転不能
障害疾患
予防対策
助成金

脳ドック・心臓ドック検査 脳ドック・心臓ドック検査 10,000
50

１事業者２名まで

てんかん検査 てんかん検査 5,000 １事業者２名まで

適性診断
一般診断（2360名） 1,150 2,714 2,300円の半額助成　（上限：１事業者登録車両数１．２倍まで）
初任診断（1000名） 1,150 1,150 4,700円の一部助成
適齢診断（80名） 1,150 92 4,700円の一部助成

運転経歴証明書申請助成金 運転記録証明書 630 5,300 全額助成　１事業者登録車両数１．２倍まで
運行管理者等一般講習受診助成金 一般講習 3,100 3,100 全額助成
セーフティー・チャレンジ180参加助成金 参加費 1,650 627 １チームあたり参加費1,650円助成

【環境・エネルギー対策事業】

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
|

対
策
事
業

低公害車導入促進事業助成金 
※事前申請が必要です。

天然ガス車 2トン  235,000 
4トン  605,000

390

※全体（CNG・ハイブリッド）を通して１事業者１台まで
２トン　235,000 ／４トン　605,000 （*Ｈ27年度助成額）
 *国の定める価格差によって変更になる場合があります。

ハイブリッド車 2 トン  195,000 
4 トン  435,000

※全体（CNG・ハイブリッド）を通して１事業者１台まで
２トン　195,000　（* Ｈ 27 年度助成額）
４トン　435,0000（　 　 　 〃 　 　 　 ）
* 国の定める価格差によって変更になる場合があります。

ＥＭＳ用機器導入促進助成金 全ト協選定機器 10,000 500 １事業者５台まで

アイドリングストップ支援
機器導入助成金

（全ト協対象機器）
エアヒータ・車載バッテ
リー式冷房装置

120,000 240 ( 全ト協対象機器 ) 
購入費用の１/ ２（上限 12 万）　　　１事業者１台まで

蓄冷クーラー 20,000

300

( 県ト協 ) 
購入費用の１/ ２（上限２万）　 　　１事業者２台まで 

蓄熱マット（ベット）
電気毛布 5,000

( 県ト協 ) 
購入費用の１/ ２（上限 5,000）

（マット・毛布 ) を含めて枚（台）数は登録車両数の 30％以内
※ただし、上限１事業者 10 枚まで

エコタイヤ導入促進助成金 1,000 1,000 １本あたり 1,000 円（１事業者 50 本まで）

グリーン経営認証制度促進助成金
新規認証 30,000

400 新規認証及び更新認証あわせて１事業者の申請は、１回のみとする。
更新認証 20,000

【経営・近代化促進事業】
経
営・近
代
化
促
進
事
業

（* 全ト協）
自家用燃料供給施設整備支援助成事業

新設 1,000,000 2,000 ※公募期間あり
　但し、公募期間内に申請が予算総額を超過した際には、
　１件あたりの助成金額を減額する場合があり。増設 300,000 300

中小企業大学校講座受講促進助成金 中小企業大学校の定めた研修 ー 300 受講料の２/ ３（※短期講座のみ）
信用保証料助成金 信用保証協会 保証料 ー 500 １事業者保証料１/ ２（上限 10 万）

県ト協では、下記のとおり助成制度に取り組んでいます。
会員の方におかれましては、是非ご活用ください。

詳細については、県ト協ホームページの「助成事業に関する規程」をご確認されるか、労働・環境課又は経理課へお問合
せください。

情報
BOX

21



平成28年度
近代化基金融資公募のご案内

情報
BOX
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情報
BOX
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協会への決算書の提出は
不要です。

【お問合せ】

〒891-0131　鹿児島市谷山港2-4-15　

公益社団法人　鹿児島県トラック協会　経理課

TEL:099-261-1167　FAX：099-261-1169

25



業界における経営管理者層の資質の更なる向上を図り、経営基盤の一層の強化を目指す観点
から、会員事業者の経営者・管理者等を対象に、中小企業大学校において実施される経営戦略
等の講座を受講された場合、受講料の３分の２を助成します。（県ト協３分の１、全ト協３分の１）

●制度の対象となる講座　【今年度の助成対象は、短期講座のみとなります。】
（１）トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座 （２）実践的な財務管理、利益計画等に関する講座

（３）管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座 （４）女性リーダーの能力開発等に関する講座

（５）情報化、システム構築に関する講座 （６）その他物流事業にかかわる講座

●手続きフロー

※ 1 会員からの複数の申込みも妨げませんが、申込みが多い場合は人数を調整いたします。（ただし、定款第５
条（1）普通会員の「イ」にあたっては、１名とします。）

※「受講申請通知書」「誓約書」「受講修了通知書」は県ト協ホームページからもダウンロードできます。

受講料３分の２を助成します！

①別紙「受講申請通知書」、「誓約書」を提出

②受講承認通知

③講座の申込み及び受講料の納付。受講

④受講終了後、「受講修了通知書」、「受講修了証書（写）」、
「振込金受取書（写）」を添えて助成金申請

⑤助成金の支払い（受講料の３分の２）

会員事業者

県ト協

中小企業大学校

県ト協

平成28年度
中小企業大学校講座受講促進助成制度のご案内

※申込締切日は原則、受講日の 20 日前までとなります。

※申込み状況については、事前にお問合せください。

【
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

情報
BOX
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平成  年  月  日 

公益社団法人 鹿児島県トラック協会 
会 長 黒 木 一 正     殿 

住 所 
会 社 名 
代表者名                             ㊞ 
電話番号 

 
受 講 申 請 通 知 書 

 
 下記の者について、中小企業大学校の所定の講座を受講させたいので届け出いたします。 
          

記 

 
１. 学 校 名        中小企業大学校        校 
２. 受 講 期 間       平成  年  月  日 ～  年  月  日 
３. 講 座 名 
４. 受講者氏名（歳）                    
５. 所属部課名・役職名 
※社会保険等加入に係る誓約書を添付してください。 

                                                

 

 
（各事業共通） 

平成  年  月  日 
公益社団法人鹿児島県トラック協会 

会 長 黒 木 一 正     殿 

 
住  所 
事業者名          
代表者名                 ㊞ 
 

誓  約  書 

 

 弊社は、助成金交付請求書（助成事業実施報告書）の申請に対し、社会保険等については、 

適正に手続き加入していることをここにお誓いいたします。 

 なお、助成金受領後に助成事業に関する規程第 4条及び第 9条に反していることが判明した場合、助成金

を全額返戻いたします。 

（中企）様式 1 

㊞ 

情報
BOX
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EMS機器導入促進助成事業に係る
対象機器追加のお知らせ

ドライブレコーダー導入促進助成に係る
対象機器追加のお知らせ

県ト協及び全ト協では標記助成事業を実施していますが、下記の通り助成対象機器
が追加されましたのでお知らせします。 なお、同一事業において国の補助金が交付さ
れる場合、県ト協・全ト協は助成金を交付しません。

E M S 機 器 追 加 機 器

・富士通テン

　OBVIOUS レコーダー　型式：DRD-4020(E)-DR 
 　デジタコ型式指定番号：自 TD Ⅱ -36
　　　　　　　　　　　　　　
  型式：DRU-5010(E)
 　　　DRD-5020(E)

県ト協及び全ト協では標記助成事業を実施していますが、下記の通り助成対象機器
が追加されましたのでお知らせします。 なお、同一事業において国の補助金が交付さ
れる場合、県ト協・全ト協は助成金を交付しません。

ドライブレコー ダー 追 加 機 器

・簡易型

　アサヒリサーチ　Driveman T1080s α　型式：T1080s α
　　　　　　　　　Driveman T1080GS　型式：T1080GS

・運行管理連携型

　ドライブ・カメラ　通信型ドライブレコーダー　SAMLY
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型式：SY-SAMLY

情報
BOX
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平成28年度定時社員総会のご案内

近代化基金融資に係る貸出金利の変更

平成 28 年 3 月 10 日から長期プライムレートの引下げ（0.05％）に連動して、下
記のとおり近代化基金融資の貸出利率が 0.95％に変更されましたのでお知らせします。

（前回改訂　平成 28 年 2 月 10 日）
現行（改定前） 改定後

組合貸 構成員貸 組合貸 構成員貸

１年以上　～　３年以内
1.00％ 0.95％３年超　 ～ 　７年以内

７年超　～　10 年以内

※貸出金利については、上記日付時点のものです。最新の金利は、県ト協にお問合せください。

【お問合せ】 

公益社団法人 鹿児島県トラック協会　経理課　　TEL：099-261-116　　FAX：099-261-1169

　平成 28 年度定時社員総会を下記のとおり開催いたします。
　会員事業者の皆様のご出席をお願いいたします。

※正式な案内文書は後日送付いたしますので、多数のご出席をお願いします。

１．日　時　平成28年６月14日（火）
	 	 	 	13時30分　開会
２．場　所　鹿児島サンロイヤルホテル　中央の間
	 	 	 	鹿児島市与次郎１－８－10
	 	 	 	TEL：099-253-2020

入退会紹介

入会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

平 成 2 8 年 3 月 7 日 一 般 株式会社　ＮＥＷＭ 前田　　円 薩 摩 北 支 部 普通車 5両
小型車

平 成 2 8 年 3 月 7 日 一 般 松原運輸倉庫　有限会社　 松原 良太郎 大 隅 南 支 部 普通車 28両
小型車

平 成 2 8 年 3 月1 5日 一 般 株式会社　野﨑自動車 野﨑　一男 薩 摩 北 支 部 普通車 2両
小型車 3両

退会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

平 成 2 8 年 3 月 8 日 一 般 古市商店 古市　光徳 鹿 児 島 ・ 種
子 屋 久 支 部

普通車
小型車

平 成 2 8 年 3 月 8 日 一 般 株式会社　大章建設運輸 小村　泉 鹿 児 島 ・ 種
子 屋 久 支 部

普通車
小型車

平 成 2 8 年 3 月1 4日 一 般 有限会社　益商会 益　栄一 薩 摩 北 支 部 普通車
小型車

入　会

退　会

情報
BOX
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適正化だより
平成28年（2月）巡回指導結果

巡回指導結果では、D 評価（適の割合が 60％～ 70％）が 29％でした。

また、A 評価（適の割合が 90％以上）と C 評価（適の割合が 70％～ 80％）が 21％でした。

指導評価区分では「Ⅴ．労基法等」が 21.7％の指摘となっております。

項目では、「乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督」について指摘が多く、

指摘が多かった理由としては、「指導監督指針未対応、詳細な教育内容の記録なし」があげられます。

その他、指導評価区分毎の指摘の多い項目は下記の通りです。

区分
調査事項

主な指摘理由

Ⅱ． 帳票等の整
備、報告等

運転者台帳が適正に記入等され、保存されているか。

（理由） 全運転者の台帳保存無し

Ⅲ．運行管理等

運行管理者に所定の研修を受けさせているか。 

（理由） 研修未受講

過労防止を配慮した勤務時間、乗務時間を定め、これを基に乗務割が作成され、休憩時間、睡眠
のための時間が適正に管理されているか。

（理由） 拘束時間 16 時間超過、連続運転 4 時間超、休息期間不足

点呼の実施及び記録・保存は適正か。

（理由） 電話点呼あり、点呼のタイミング不適切、点呼記録簿項目不足あり　他

乗務等の記録（運転日報）の作成・保存は適正か。

（理由） 記入漏れあり

運行指示書の作成、指示、携行、保存は適正か。

（理由） 記載項目不足あり、指示書一部携行漏れあり

乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督を行っているか。

（理由） 指導監督指針未対応　他

特定の乗務員に対して特別な指導を行っているか。

（理由） 初任運転者全て教育未実施、事故歴把握なし　他

特定の乗務員に対して適性診断を受けさせているか。 

（理由） 初任診断全て未受診　他

Ⅳ．車両管理等

整備管理者に所定の研修を受けさせているか。

（理由） 研修未受講

日常点検基準を作成し、これに基づき点検を適正に行っているか。 

（理由） 有資格者の運行可否決定なし

定期点検基準を作成し、これに基づき点検・整備を行い、点検整備記録簿等が適正に保存されているか。

（理由） ３ヵ月点検一部未実施　他

Ⅴ．労基法等

就業規則が制定され、届出されているか。

（理由） 内容の不足

所要の健康診断を実施し、その記録・保存が適正にされているか。

（理由） 全員未実施（未受診）、深夜業従事者診断対象者一部未受診あり　他

巡回指導評価別結果 (平成28年2月)

14 件

21
14
21
29
14
0

%

%

%

%

%

%

A
B
C
D
E

その他 % % % % %

Ⅵ. 法定福利費

Ⅴ. 労基法等

Ⅳ. 車両管理等

Ⅲ. 運行管理等

Ⅱ. 帳票類の整理等

Ⅰ. 事業計画等

指導区分別(否)比率 (平成28年2月)

%0 5 10 15 20 25

　　　 5.5％

         　　　 　　　　　　17.0％

                           　　　       　 21.4％

                              　　   18.0％

                       　　　　　　　　 21.7％

　　　　　7.7％

ご不明な点がありましたら、適正化事業課までご連絡ください。
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適正化だより 交通安全情報交通安全情報交通安全情報
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B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより
タイトル支部・部会開催状況

月　日 行事名 場　所

2月19日（金） 肝属車友会役員会 さこだ荘（鹿屋市）

3 月 8 日（火）
平成27年度第2回鹿児島種子・屋久支部荷
主セミナー及び労働安全セミナー

ホテル屋久島山荘
（熊毛郡）

3 月 9 日（水） トラック協会日置支部役員会
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

3月11日（金） 肝属車友会役員会 さこだ荘（鹿屋市）

3月11日（金） トラック北部会役員会
ふく福吉野店

（鹿児島市）

3月11日（金） 鹿屋支部役員会 千成本店（鹿屋市）

3月15日（火） 曽於支部役員会 だるま（曽於市）

3月18日（金） 平成27年度第4回薩摩中央支部役員会 手塚旅館（さつま町）

3月18日（金） 曽於支部通常総会 大黒本店（志布志市）

3月19日（土） 垂水車友会臨時総会 味のさかもと（垂水市）

3月24日（木）
平成27年度
第5回鹿児島・種子屋久支部役員会

鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

月　日 行事名 場　所

2月18日（木） 南九州四県合同セメント部会
ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

2月23日（火） 平成27年度第2回引越輸送部会定例会 陵雲閣（鹿児島市）

3月11日（金）
平成27年度九州各県トラック協会食料品
部会全体交流会

博多都ホテル（福岡県）

3月12日（土） 平成27年度ダンプ部会労働安全セミナー
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

3月12日（土） 平成27年度第2回港湾部会定例会
ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

支　部

部　会
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B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより

B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより
タイトル支部4月行事予定

月　日 行事名 場　所

4月7日（木）
平成28年度
第1回薩摩北支部役員会

出水運輸センター㈱
（出水市）

4月15日（金）
平成28年度
第1回薩摩中央支部定例会

ホテルグリーンヒル
（薩摩川内市）

4月22日（金）
平成28年度
第1回薩摩北支部定例会

鶴の里（出水市）
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資料データ資料データ

過積載違反状況　平成28年2月分　　　
資料:鹿児島県警察本部

過積載取締り状況(件数)

年     月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 累計

H27 1 4 4 10 6 3 1 2 1 1 2 2 37

H28 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

5 割以上 10 割未満の違反が 1 件ありました。
また、通行指示書※が 1 件交付されております。
業種としては、その他 1 件。
※通行指示書交付とは、違反現場から目的地までの通行方法について指示をした場合。

積載物としては、木材の違反が多くなっております。

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10 割未満 10 割以上

■ 砕石 1 0 1 1
合　計 0 0 0 1 0 0 0 1 1

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10 割未満 10 割以上

■その他 1 1 1
■水産物 1 1 1
■機械類 1 1 1
■木材 1 5 3 3 1 4 9 13
■砕石 1 2 3 3
■残土 1 1 1
■砂 1 1 3 1 4 5
■砂利 1 2 1 4 4
合　計 3 9 3 11 3 6 23 29

0.5
1.0

1.5
2.0

25

20

15

10

5

【積載物・違反取締状況】

【積載物・違反取締状況（H27.4 ～ H28.2）】
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資料データ資料データ
鹿児島県内における交通事故の発生状況

（平成28年2月末　資料：鹿児島県警察本部）

県内全交通事故月別状況

事故形態別（平成28年2月末現在）

時間別発生状況（平成２8年2月末現在）

営業用貨物自動車月別発生状況

発生件数 死者数 傷者数
平 成 28 年 1,137 4 1,352
平 成 27 年 1,286 15 1,523
増 減 － 149 － 11 － 171

発生件数 死者数 傷者数
平 成 28 年 26 0 35
平 成 27 年 32 1 38
増 減 － 6   － 1 － 3

県内の交通事故状況 営業用貨物自動車の交通事故状況

668

 

619 
702 

604

 
640

 
629

 684 686 643 682 691 786

574 
563

2 2

8

 

7 7 

3

 
8

 

2

 
9

 

4
 

4
 

10
 8

 6

H27 発生件数 H28 発生件数 H28 死者数 H27 死者数

0

100

200

300

400

500

600

700

800

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

5

10

15

20

発生件数 死者数

0

5

10

15

20

25

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

死者数発生件数

0

1

2

3

4

5
H27 発生件数 H28 発生件数 H28 死者数 H27 死者数

9 

23 
17

 

6 
9

 

12

 

15

 

15
 13

 11
 

15
 

16

1 

0

 1 

0 0 0 0 0 0 

1 1 

00 0

14 
12

１月は増加したが、２月は大幅減少！

0 100 200 300 400 500

追突
出会い頭

右折時
左折時

追越追抜
正面衝突
車両単独
人対車両

その他 　　　　　　  103
　　　　　　  　 121
　　　　　　　　  129
　    42
3
　    42
　　　　　79
　　　　　　　　　　　　　     205
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  413

2
3
2
1
0
0
1
2
   15

2
3
2
1
0
0
1
2
   15

県内全事故 営業用貨物
【追突形態】

E
T

E
T

信号の変わり目

高速道路料金所、トンネル付近 カーブや曲がり角

渋滞中

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

0

30

60

90

120

150 6

5

4

3

2

1

0

県内全事故

営業用貨物

0 0 0 

1

 0 0 

2
 

3

 1 

2

 1 

3

 0 

3

 0 0 1 
2

 
2

 

2

 1 1 1 0
11 3 3 

8
 5 11 35 

82 
94 

59 
70 

66 
63 

69 

72 
61 

65
 

99

 

122

 
67

 

22 20 19 
12

35



資料データ資料データ
軽油価格調査報告

（平成28年1月分　資料:全日本トラック協会）

●単純集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

81.81 74.45 81.12 

●元売別集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
元売名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

J X 日 鉱 日 石 82.85 74.09 79.93 

出 光 82.39 73.13 84.10 

昭 和 シ ェ ル 83.09 75.38 80.02 

エクソンモービル 73.15 85.25 

キ グ ナ ス

コ ス モ 80.46 77.47 

そ の 他 80.26 75.80 80.04 

●月間購入量別集計表　
月額購入量 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30キロリットル未満 82.48 74.63 81.52 

30～50キロリットル未満 74.04 77.85 75.14 

50～100キロリットル未満 71.56 83.00 

100キロリットル以上

●支払期限別集計表　
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30日未満 81.15 76.47 84.42 

30～60日未満 81.66 74.01 79.63 

60日以上 85.29 73.85 83.00 

●軽油価格推移表　

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

※上記価格には消費税が含まれておりません。
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100

平成 28 年 1 月平成 27 年 12 月平成 27 年 11 月平成 27 年 10 月平成 27 年 9 月平成 27 年 8 月

スタンド平均 ローリー平均 カード平均
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資料データ資料データ 平成28年3月
協会の動き

◆ 3 月 1 日（火） ●新入学児童への安全教材贈呈（曽於市）
●「トラックの日」収益金寄付
●平成 27 年度第 3回労働災害防止団体等連絡協議会

◆ 3 月 2 日（水） ●「セーフティ・チャレンジ 180」交通安全コンテスト検討会
●全ト協環境対策委員会

◆ 3 月 3 日（木） ●平成 27 年度整備管理者研修（臨時）
●新入学児童への安全教材贈呈（長島町、出水市）
●新入学児童への安全教材贈呈（錦江町）
●新入学児童への安全教材贈呈（南大隅町）

◆ 3 月 4 日（金） ●労働災害防止推進委員会
●全国適正化事業部（課）長業務連絡会議（西ブロック）
●新入学児童への安全教材贈呈（出水市）
●新入学児童への安全教材贈呈（霧島市）
●新入学児童への安全教材贈呈（薩摩川内市）

◆ 3 月 6 日（日） ●平成 27 年度第 2回運行管理者試験
◆ 3 月 7 日（月） ●新入学児童への安全教材贈呈（肝付町）

●新入学児童への安全教材贈呈（東串良町）
◆ 3 月 8 日（火） ●豚流行性下痢（PED）県防疫対策会議

●第 21 回鹿児島県貨物自動車運送適正化事業実施機関評議委員会
●平成 27 年度鹿児島県貨物自動車運送適正化事業連絡会議
●平成 27 年度第 2回鹿児島・種子屋久支部荷主セミナー・第 2回労働安全セミナー

◆ 3 月 9 日（水） ●新入学児童への安全教材贈呈（指宿市）
●全ト協第 6回経営改善・情報化委員会
●全ト協輸送担当者会議

◆ 3 月 10 日（木）●貨物自動車振興センター第 74 回評議員会
●全ト協第 10 回全国貨物自動車運送適正化事業実施機関本部長会議
●全ト協第 164 回理事会
●新入学児童への安全教材贈呈（垂水市）
●新入学児童への安全教材贈呈（鹿屋市）

◆ 3 月 11 日（金）●全ト協平成 28 年度助成事業等に係る実務担当者会議
●平成 27 年度九州各県トラック協会食料品部会全体交流会

◆ 3 月 12 日（土）●平成 27 年度ダンプ部会労働安全セミナー
●平成 27 年度第 2回港湾部会定例会

◆ 3 月 14 日（月）●鹿児島県自動車関係事故防止推進協議会
◆ 3 月 15 日（火）●第 3 回トラック輸送における取引環境・改善地方協議会

3月 16 日（水）●平成 27 年度第 3回役員等候補選出委員会
●平成 27 年度第 7回正副会長会及び第 6回総務委員会合同会議

◆ 3 月 17 日（木）●新入学児童への安全教材贈呈（鹿児島市）
◆ 3 月 18 日（金）●平成 27 年度第 4回薩摩中央支部役員会
◆ 3 月 23 日（水）●新入学児童への安全教材贈呈（姶良市）
◆ 3 月 24 日（木）●平成 27 年度第 4回理事会

●陸災防平成 27 年度第 3回理事会
●平成 27 年度第 5回鹿児島・種子屋久支部役員会

◆ 3 月 29 日（火）●鹿児島商工会議所「会員の集い」
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協会の行事予定

◆ 4 月 1 日（金） ●辞令交付式

◆ 4 月 5 日（火） ●平成 28 年「春の全国交通安全運動」街頭パトロール出発式

◆ 4 月 7 日（木） ●平成 28 年度第 1回薩摩北支部役員会

●第 20 回高齢者ふれあいトラック交通安全教室

◆ 4 月 8 日（金） ●三県合同「春の全国交通安全運動」に伴うキャンペーン

●平成 28 年度貨物自動車運送事業安全性評価事業に係る事前説明会（西ブロック）

◆ 4 月 12 日（火）●第 21 回高齢者ふれあいトラック交通安全教室

4月 13 日（水）●全ト協平成 28 年度重量部会常任委員会

◆ 4 月 14 日（木）●平成 28 年度労働災害防止団体等代表者会議

◆ 4 月 15 日（金）●平成 28 年度第 1回薩摩中央支部定例会

◆ 4 月 16 日（土）●平成 28 年度第 1回木材部会定例会

◆ 4 月 18 日（月）
●トラック協会（全日本トラック協会及び都道府県トラック協会）新規採用職員研修
（〜 21 日）

◆ 4 月 21 日（木）●鹿児島県交通安全県民運動推進協議会常任委員会

◆ 4 月 22 日（金）●平成 28 年度第 1回薩摩北支部定例会

◆ 4 月 26 日（火）●九州・沖縄ブロック事務局長・担当者会議（陸災防）

◆ 4 月 27 日（水）●適正化事業幹事会

平成28年4月
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行事予定だより（平成28年〜29年）

平成 28年

4月

5月
下旬 安全性評価事業説明会	 	 	 	 	 	

6月
14 日 平成 28 年度定時社員総会	 	 	 	 	 	

7月
10 日 第 34 回トラックドライバー・コンテスト県大会
未定 初任運転者研修

8月
未定 交通労働災害防止担当管理者等研修会	

9月
3 日 第 12 回ベストエコドライブ・コンテスト

10月
中下旬 「トラックの日」フェスティバル 2016	

11月
未定 安全性評価事業説明会	 	 	 	 	 	

12月
平成 29年

1月
未定 初任運転者研修
未定 平成 28 年度物流セミナー（〜 2月）

2月
未定 幹部・管理者研修	 	 	 	 	 	

3月

鹿児島県トラック協会年間行事予定表

39



Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

日　時：平成 28 年 3 月 4 日（金）
場　所：鹿児島県トラック研修センタ－

委員６名が出席し、下記事項について協議しました。

（協議事項）
・平成 28 年度事業計画（案）について
・平成 28 年度収支予算（案）について
・その他

平成 28 年度事業計画（案）及び収
支予算（案）について検討し、理事会
に諮ることとなりました。

日　時：平成 28 年 3 月 24 日（木）
場　所：鹿児島県トラック研修センタ－

委員４名、監事１名が出席し、下記事項について協議しました。

（議　題）
・平成 28 年度事業計画（案）について
・平成 28 年度収支予算（案）について
・安全衛生管理員要綱（案）について
・陸運災防指導員要綱（案）について
・役員改選候補者の選任手続きの進

め方について
・その他

上記事項は全て、出席理事全員一致
で承認されました。

労働災害防止推進委員会

平成27年度第３回陸災防鹿児島県支部理事会
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Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

平成28年度通常総会のご案内

平成 28 年度通常総会を下記のとおり開催いたします。

会員事業者の皆様のご出席をお願いいたします。

※正式な案内文書は後日送付いたしますので、多数のご出席をお願いします。

１．日　時	 平成28年６月14日（火）

	 	 	 13時30分　開会

２．場　所	 鹿児島サンロイヤルホテル　中央の間

	 	 	 鹿児島市与次郎１－８－10

	 	 	 TEL：099-253-2020
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Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

交通労働災害防止対策に向けた取組のお願い

標記について、鹿児島労働局労働基準部より通知がありました。
交通労働災害は全産業に占める死亡災害のうち 2 割以上を占め、労働災害を減少さ

せる上で重要な課題となっています。
会員事業者の皆様には、引き続き安全対策の推進を図っていただきますよう、お願

いします。
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Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

県内の陸上貨物月別発生状況

県内の業種別災害発生状況

県内の死傷災害形態別発生状況（平成 28 年）

鹿児島県内における労働災害の発生状況（2月末現在）
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Community
Plaza編集部

コミュニティ広場
［みんなのお知らせ掲示板］

　この度、旧鹿児島県事務所のスペースでは手

狭となり、業務への支障が懸念されるため下記

のとおり移転となりましたのでお知らせします。

■移転先■
　〒８９１－０１３２
　　鹿児島市七ツ島１丁目９４　２階

■移転日■
　平成２８年３月２２日（火）

■連絡先■
　ＴＥＬ：０９９（２６１）３７１９
　ＦＡＸ：０９９（２６２）１２９３
　※移転に伴うＴＥＬ・ＦＡＸ番号の変更はございません。

移転のお知らせ

【南九州交通共済協同組合 鹿児島県事務所】

移転のお知らせ

K a g o s h i m a  t r u c k  i n f o r m a t i o n

E-mail アドレスkentora@kta.jpまで

住所・営業所名・氏名（ペンネーム可）

送り先

No.441
42016

SPRING
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Community
Plaza編集部

コミュニティ広場
［みんなのお知らせ掲示板］

　この度、旧鹿児島県事務所のスペースでは手

狭となり、業務への支障が懸念されるため下記

のとおり移転となりましたのでお知らせします。

■移転先■
　〒８９１－０１３２
　　鹿児島市七ツ島１丁目９４　２階

■移転日■
　平成２８年３月２２日（火）

■連絡先■
　ＴＥＬ：０９９（２６１）３７１９
　ＦＡＸ：０９９（２６２）１２９３
　※移転に伴うＴＥＬ・ＦＡＸ番号の変更はございません。

移転のお知らせ

【南九州交通共済協同組合 鹿児島県事務所】

移転のお知らせ

K a g o s h i m a  t r u c k  i n f o r m a t i o n

E-mail アドレスkentora@kta.jpまで

住所・営業所名・氏名（ペンネーム可）

送り先



～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
U R L ／ http://www.kta.jp
E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社

主　な　内　容

http://www.kta.jp
〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目4-15 ☎099-261-1167  E-mail / kentora@kta.jp

Kagoshima truck information

「すなでひをけすトラック」平成27年度「夢のあるトラック」絵画コンクール　1年生部門最優秀賞　薩摩川内市立八幡小学校 長野志郎 さん

お知らせ掲示板
平成28年春の全国交通安全運動（県ト協実施計画）
車両消毒徹底のお願い
2016セーフティー・チャレンジ180参加チームの募集

など

情報ボックス
平成28年度助成事業一覧
平成28年度近代化基金融資公募のご案内　など

巻頭
(公社)鹿児島県トラック協会平成28年度事業計画重点事項

TOPICS
平成27年度第4回理事会
平成27年度第3回役員等候補選出委員会
平成27年度第7回正副会長会及び第6回総務委員会合同会議
平成27年度第6回経営・近代化促進委員会

　　など


